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   開     議 

 

 

○浅野敏明議長 おはようございます。 

 これより本日の会議を開きます。 

 本日の会議に欠席の通告議員は、ございませ

ん。 

 よって、ただいまの出席議員は定足数に達し

ております。 

 本日の会議は、配付しております議事日程第

２号をもって進めます。 

 

 

 日程第１ 市政一般に関する質問 

 

 

○浅野敏明議長 日程第１、市政一般に関する質

問を行います。 

 なお、質問の時間は、答弁を含めて60分以内

となっておりますので、ご協力をお願いいたし

ます。 

 

 

 勝見英一朗議員の質問 

 

 

○浅野敏明議長 それでは、順次ご指名いたしま

す。 

 順位１番、議席番号２番、勝見英一朗議員。 

  （２番勝見英一朗議員登壇） 

○２番 勝見英一朗議員 政新長井の勝見です。

１番目の質問ですが、早速質問に入らせていた

だきます。 

 まず、１つ目の質問ですが、県立高校の再編

統合を見据えた長井・西置賜地区の産業教育の

基本的な考え方について市長にお尋ねいたしま

す。 

 山形県は、令和７年４月に、米沢工業高校と

米沢商業高校を統合した工業科５学級、商業科

２学級の、仮称「米沢産業高校」を開校するこ

ととしております。 

 昨年３月、県教育委員会が発表した「東南置

賜地区の県立高校再編整備計画」によれば、開

校の狙いは、地域のものづくりのスペシャリス

トを育てることにあるとされております。 

 現在、本市出身の中学生で米沢工業高校また

は米沢商業高校に進学する人数は限定的と思い

ますが、その整備計画書によれば、「東南置賜

地区の県立高校に入学した生徒のうち、西置賜

地区からの入学生が約11％を占めている」とさ

れており、続いて「西置賜地区から一定数入学

する生徒がいることも踏まえ、置賜地区全体を

見渡して、これまでと同様の多様な選択肢の提

供が必要となる」とされております。つまり、

西置賜地区の人材受入れを踏まえて、東南置賜

地区の高校再編を進めるということであろうと

思います。私は、ここに本市からのものづくり

人材に限らず、東南置賜地区への進学の太い流

れができるのではないかと懸念を感じるのです

が、市長はどのように受け止めておられるでし

ょうか。長井・西置賜の重要な財産は人である

ことは論をまたないはずで、それならば、長

井・西置賜地区の人材育成をどのように進める

のか、その方針なり構想なり展望なりを示す必

要があると考えますが、いかがでしょうか。 

 もう１点、再編整備計画について触れておき

たいと思います。計画の中の県全体で検討すべ

き課題の第１に、併設型中高一貫教育校の設置

の項があります。その中で「東南置賜地区の県

立高校の再編整備に係る検討委員会」が平成30

年７月に出した「東南置賜地区にとって望まし

い高校再編整備について 報告書」に触れ、

「東南置賜地区の子どもたちにとって中等教育

のもう一つの選択肢として、併設型の中高一貫


